
さる７月１４日（火）～７月２０日（月・祝）、福岡市美術館と

福岡県美術館において、第５４回「日本の書展」が開催され、心

理・文化学科の古木誠彦先生（本学科長・教授、号：青翰）が出

品されました。 

この展覧会は、「現代書壇を代表する一流書家の作品が会派を超

えて一堂に」を趣旨とし、関西・中部・東京・九州と毎年開催さ

れるものです。 

古木先生の作品は、秦時代の里耶秦簡（中国の里耶古城遺跡出

土の秦代簡牘群で、紀元前 222年から紀元前 208年にいたる行政

文書が秦隷で記載されている）の書法を現代風にアレンジしたも

のです。 

 

     
 

作品の内容は「驪龍之珠」、意味は「手に入れることが極めて困

難な、非常に貴重な宝物の意」。 

「あえて困難なことに向かって、自分だけしかできない貴重な

体験をしたい」という意味を込めて書きました（古木談）。 


